






研究目的 

クレチン症のマス・スクリーニングは濾紙血液を用いて TSH 測定により行われているが、

二次性、三次性の検出には T4 の測定も必要である｡しかし、T4 測定によるスクリ一ニング

ではクレチン症児と同様に低出生体重児やTBG低下症でもT4低値となるため偽陽性が多い

欠点がある。このためT4測定にはTBG測定を併せてスクリーニングすることも必要となり、

スクリーニング法として簡便性、経済性からみて問題がある。そこで、血中の甲状腺ホル

モン活性を表わすとされているフリーT4 を指標としたスクリ一ニングの検討と T4 による

スクリ一ニングの比較を行った。 


